
～ 高機能化と業務効率化で電力DXを推進します ～

技術開発の背景・目的

第2世代高圧スマートメーターの開発および通い箱の導入

委託研究（開発）先

エネルギープラットフォーム
による価値提供

研究担当部署
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一般社団法人 日本電気計測器工業会

※一般送配電事業者10社の共同開発

中部電力パワーグリッド（株）
配電部 配電系統高度化グループ

⚫停電情報の把握機能を強化し、停電の早期解消を支援
（電力レジリエンスの強化）

⚫計量データをより詳細に把握できるようにし、系統運用の
高度化に貢献（15分値・5分値・1分値の取得が可能）

⚫ Bルート通信方式にWi－SUNを搭載し、無線接続に対応

⚫双方向計量化により、コストダウンを実現

⚫ 計量部の仕様は一般送配電事業者10社で統一

第2世代高圧スマートメーターの開発

出典）経済産業省「次世代スマートメーター制度検討会 取りまとめ」（2022年5月）

高圧の主な仕様を例示

⚫スマートメーター（以下、SMという）は、電力サー
ビスを支える重要な設備として、2015年から導入を
進め、2022年度末に設置を完了しました。

⚫現在は、電力DXのさらなる推進に向けて、次世代
（第2世代）SMの開発・導入を進めています。
第2世代SMは、低圧用を2026年1月から、高圧用
を2027年4月から順次導入する予定です。

⚫あわせて、SMの輸送・保管時の作業性向上を目的
として、専用の通い箱を導入しています。

03
⚫計量部・カバー・ベースの高さに合わせて専用設計した３種類
の通い箱を開発し、輸送効率を向上

⚫ネスティング構造の採用により、製品保護と省スペース保管の
両立を実現

⚫2色配色により識別性を向上し、作業効率の向上に貢献

メーター専用通い箱の開発

配電部 配電系統高度化G
大重主任

中部電力パワーグリッド（株）

研究者

計量部

姿置き

敷材

通い箱
（実製品は青系の２色）

製品収納（スタッキング） 空箱（ネスティング）

計量部収納時の構成
通い箱の積荷高さ

▲40%

項目
年度

2023 2024 2025 2026 2027 ～ 2033 2034

低圧

高圧 開発

開発

取替（本格設置）

取替（本格設置）試行設置

導入スケジュール

第2世代SM用通い箱
（計量部の収納例）

第2世代高圧SMの外観

【現行品からの主な変更点】
・端子カバーねじはマイナス
ねじからプラスねじに変更
・銘板QRを新規採用
・検定用のイヤホンジャックを
廃止し、赤外線LEDに変更
・双方向計量に伴い逆潮流用の
サービスパルス端子を追加


